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「お休み処坂長」から始まる
　　　公共施設との新たなつながり方

つくる・まなぶ・つながる

自
己
実
現
が
で
き
る
場
所
と
し
て

　
地
域
の
人
た
ち
の
交
流
の
場
や
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
お
休
み
処

坂
長
」。
一
昨
年
前
か
ら
、
自
宅
で
も
職
場
で

も
な
い
第
3
の
居
場
所(

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス)

と

な
る
仕
組
み
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
地
域
の
人
た
ち
の
思
い
を
実
現
で
き
る
場

所
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
茨
城
の

地
域
資
源
や
人
々
の
持
つ
力
と
可
能
性
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
モ
ノ
ゴ
ト
に
送
ら
れ
る
、
茨
城
デ
ザ

イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
９
テ
ー
マ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
部
門
「
茨
城
の
チ
カ
ラ
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ち
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
に

　
坂
長
で
は
「
〇
〇
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
思
い
実
現
す
る
た
め
に
「
タ
ス
ク
ラ
ス
」
と

い
う
講
座
を
開
け
る
機
会
を
作
っ
た
り
、
１
人

で
も
気
軽
に
作
業
が
で
き
る
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
坂
長
で
の
体
験
を
と
お
し
て
自
ら

が
企
画
・
運
営
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
主
体
性
を

持
っ
て
活
動
す
る
「
ま
ち
の
フ
ァ
ン
」
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
豊
か
な
日

常
を
つ
く
る
礎
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思

う
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
自
己
実
現
の
お
手
伝

い
を
す
る
坂
長
に
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

坂長へようこそ！

地域とのつながりを持てる場所

仲間を増やす最高の場所

吉田浩樹さん(大堤)

鈴木時夫さん(松並)

　私の「音楽を発表できる
場が身近に欲しい」という
思いが実現できるように一
緒に考えてくれた坂長に感
謝しています。
　これからは、坂長がもっ
と「人が集える場所」とな
るように、皆さんと一緒に
頑張りたいです。

池田さん一家 ( 本町 )

　県外から引っ越してきたこともあり、坂長で開か
れるイベントでたくさんの友達ができ、すごくうれ
しかったです。
　子どもが登下校で坂長の前を通ると、スタッフの
皆さんに声掛けなどの見守りをしてもらえるので、
とても安心しています。

みんなのやりたいを実現

地域や
多世代と
つながる

気軽に
相談できる
人がいる

1人でも
気軽に
使える

　「○○をやってみたい！」という
情熱を持つ人の思いを実現できるよ
う、後押しできる相談相手がいつで
もお待ちしています。

　近隣自治会や学校などと連携した
ワークショップや講座を定期的に開
催し、地域の交流を深めるきっかけ
づくりをしています。

　1人でゆっくりと作業や仕事をし
たいというニーズに応えるため、和
室シェアスペース「＋

タ ス

蔵」を開設し
ています。

　旅で得られる成長や経験
を広める活動をした際に、
使わせてもらいました。場
所を借りただけでなくフラ
イヤー作りや告知の方法な
ど、気軽に相談に乗っても
らえました。
　ただのレンタルスペース
ではなく、人の優しさを感
じられる場所だと思いま
す。

活動を支えてくれる人がいる


